
web会議 コロナ禍のボランティア活動どうしてる？ 

―公益財団法人キリン福祉財団助成事業― 

 

『
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
開
い
て
』 

坂
上
和
子 

世
の
中
が
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
あ
り
ま
す
。
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
が
停
滞

し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
コ
の
会
も
お
互
い
の
交
流
や
視

察
が
出
来
な
く
な
り
、
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
９
月
１４
日
に
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
お
互
い
の
状
況
や
課
題
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
と
く
に

大
切
に
し
て
い
る
の
が
お
休
み
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
安
全
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
し
て
い
る
こ
と
も
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
や

ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
な
ど
を
出
し
、
病
院
の
近
況
を
知

ら
せ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
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―コロナ禍でもこんなことをやっています― 

 

★神奈川県立こども医療センター加藤悦與 

 

4 月 5 月は、ボランティア団体「オレンジク

ラブ」は活動を自粛しました。6 月外来や作業・ 

園芸・縫製等の活動が再開し、徐々に患者図書、

ホスピタルクラウン、病棟への本の貸し出しが

始まりました。11 月は恒例のクリスマス飾りで

院内は輝きます。 

まだ、きょうだい預かりや病棟での活動は出来

ませんが、院内での活動が難しいボランティア

に保育士が作ったキットを送り、在宅活動でク

リスマスカードを作ってもらっています。12 月

には、入院している全員に届ける予定です。安

全と安心を考慮して調整しています。 

 

★宮城県立こども病院 佐藤直子 

 

３月から全てのボランティア活動中止とな

り、６月中旬から緑のボランティアを開始。順

次イベントカード、車いす清掃を再開。７月に

すべての活動が始まったのですが、新型コロナ

陽性者が増え、たったの２週間でまた全面中止

となりました。現在はソーイングとスネークギ

ャラリー装飾を郵送等でこなし、院外からのリ

モート学習指導を行っています。病院スタッフ

も患者家族も再開を望んでいますが予断を許し

ません。私はボランティア通信や電話、メール

でボランティアさんのモチベーションアップを

図っています。 

 

 

★沖縄南部こども医療センター 伊波邦子 

 

現在は外来活動のみ。病棟活動は休止中です  

が、ボランティア室での手作業は許可がおりた 

ので、人数を制限して粘土細工や折り紙等を行 

ったり、おもちゃの消毒も回数を増やして行う 

ようにしています。「こども夏祭り」は例年よ 

り規模を縮小しての開催になり、祭りへの参加

はできませんでしたが、祭り用のうちわや財布

作り・こども達へのプレゼントを作って祭りの

支援を行うことができました。どんな状況下で

も、できる活動があることを実感しています。 

活動に対する不安の声も聞かれますが、毎週「近 

況報告」をして連絡を取り合っています 

★埼玉こども医療センター 冨澤真麻 
 

病棟活動は 2 月から、外来活動も 4 月には全

面休止となりました。それでもソーイングやお

りがみ製作は在宅作業をお願いできました。休

止中は、スタッフや患者さんから「ボラさんが

いないと淋しい」「再開してほしい」との声が多

く届き、ボラさんからのお申し出もあり、6 月

から段階的に再開しました。9 月の活動人数は

62 人。毎月少しずつ増えています。感染管理対

策を施して外来でのイベントも開催していま

す。緊急事態宣言下のカラカラに乾いたセンタ

ーを経験したからこそ、今、ボランティア活動 

がもたらす潤いに癒される毎日です。 

大阪母子医療センター 河盛久美子 

 

4月からほとんどの活動は休止状態です。現

在は一部園芸美化活動など患者との接触がない

活動は再開していますが、ニーズの高い外来待

合活動や、きょうだい預かりの活動再開の許可

は出ていません。そんな中ソーイング活動が、

在宅支援で患者ニーズに概ね応えられているこ

とは、休止中の他のグループの励みにもなって

います。休止中のボランティアに対しては、メ

ール、ラインなどでコミュニケーションを図 

り、ボランティア・患者双方の感染リスクがな

くなるときがくるまで、通信の発行で 

現状をお伝えしようと思います。 

NPO 法人病気の子ども支援ネッ遊びのボラン
ティア 坂上和子 

遊びのボランティアは病棟に入れません。“お

母さん食堂”はお弁当が運べません。一方でコ

ロナ禍で病院の経営は悪化し医療現場は疲弊が

続いています。こうした中で NPO は何が出来

るか考え、無料のサラダを提供することを始め

ました。4 月から 6 月は国立国際医療研究セン

ターで 10 回 500 食を提供。9 月から東京女子医

大で同様の活動を開始。食材や寄付は会員から

寄せられています。「今こそ医療者に恩返しすべ

きとき」とこの半年、続々と支援が続いていま

す。けれども願わくば、子どもたちと遊べる日

も首を長くして待っています。 
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本
会
は
小
児
医
療
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
活
発
に
す
る
こ
と
で
療
養
環
境
を
向
上
さ
せ

た
い
と
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
お
互
い
の
病
院
を
訪

問
し
た
り
学
習
会
を
開
催
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。
会
員
募
集
中
。 


